	第7回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：前島大樹

	講義内容：長寿研究会　　　　講師：吉田幸平　　　河原範之

	日　　時：平成21年10月　8・10日（2日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：オムツ交換からトイレ誘導への挑戦

　　　　：趣味を活かして楽しい人生を～第2の人生に花を咲かせよう～　

※パワーポイント参照

　　　　参加対象者　　　88名
　　　　　　　　　当日参加者　　　43名
　　　　　　　　　当日業務者　　　4名
参加率＝当日参加者÷参加対象者＝49％
参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝51％
アンケート提出者　　　43名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･36名

· 楽しかった･･･　　　7名

· 難しかった･･･　　　2名

· つまらなかった･･･　0名

· 無回答･･･　　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· アセスメントが大事という事

· 各部署で何かに真剣に取り組むという事

· 職員の思い込みで物事を判断してはいけないという事

· 男性利用者は集団の中にはいっていきづらい傾向があるという事

· 寝たきり認知症の方にも尿意があるのだという事

· 利用者が持つ残存能力を活かす事で、利用者本人にもＡＤＬ向上等に役立っていることが分かったという事

3． 質問したいこと

· 2Ｆフロアの研究でオムツからトイレ誘導にしたことによって介護負担はどれほどＵＰしたのか？

4． 今後のテーマの希望

· 特になし

5． 感想等

· 6分程の発表であったが内容が分かりやすく、現場で活用できる知識として吸収できてよかった

· オムツ交換からトイレでの排泄が可能になるのはすごいと思った

· 実際、デイの男性向けプログラムはなかったので勉強になった

· これから男性の利用者が増えると思うので参考になった

· デイで男性が他者との交流が少ないとあったが、入所、通所関わらず、その傾向があると感じた。入所ではケア実施表で、ケア内容としてあげているが、本人の希望などを聞いていなかったりその内容で妥当なのか検討をする必要があると感じた

· どちらも本人様にとって何がより良いものなのかや、思いを引き出すという事でいい結果、考察に繋がり良いと思った

· 通所での取り組みでは男性と女性での導入したプログラムの違いがありおもしろいと思った

· 2Ｆでの取り組みでは確かに現状を見ての思い込みは確かにあるなと感じた。その方のレベルの向上につなげられており、とても素晴らしい取り組みであると思った

６．考察・今回の研修の反省点と今後の対策

　　今回の研修を行い、各部署でどんな事に取り組んでいるのか理解できたと思います。2F介護の研究発表では、利用者様の状態でトイレ誘導してトイレにて排泄でき、なおかつオムツの使用量が減った事でコスト削減に繋がる事が出来ました。デイでの研究発表では、レクリエーションを通じて、利用者様がどんな事をする事で楽しく過ごして頂けるのか参考になったと思います。今後、プログラムはどんどん個人に合ったものを求められており、今回の研修を活かして、職員全員がその方に合った対応をしていく事によってさらに質の高い介護を提供していければ良いと感じました。

　　また、参加率が低いため参加してもらえるように呼びかけが必要です。
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